
















Japanese　calligraphyⅠ 30 開講区分

エアライン科 2 曜日/時限

回数 日にち

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

授業シラバス

　【担当教員_　実務者経験】　

科目名
（英）

学科

伝統文化
（書道Ⅰ）

必修
選択

選択 年次 1 担当教員

授業
形態

講義、実習
時間数
（単位）

（実習⑤）　硬筆　カタカナの字源を知ることで、整った字が書けるようになる。　　　毛筆　結婚式受付のロール・プレイングで芳名帳に記帳する。

１９８３年より書家としての活動をはじめる。日展作家。他、外部展（読売展：理事、全関西展：招待、日本の書展：招待）等に出品中。

　【授業の学習内容】　

硬筆では、日常文の６０～７０％を占めるひらがなの書き方を習得することで文章全体の印象をよくし、そのうえで漢字の基本原則を学ぶ。
毛筆では、芳名帳、祝儀袋、招待状のあて名書き・返信ハガキにおける書のマナーを学び、心を尽くす。　毛筆の表現を生かしアイデアを駆使してウエルカムボードを制作す
る。　　　　　　　　人を思いやり文字を丁寧に書くことや道具を丁寧に扱うことを通して、自身の日常生活を見つめ直し、おもてなしやホスピタリティの精神を理解する一助とす
る。

　【到達目標】　

書の基本を身につけることができる。
書を通し、人やものに丁寧に接する姿勢を身につけ、日常生活においても生かせるようになる。
書における慶弔のマナーを身につけたうえで、心を込めて書くことで、最高のおもてなしができるようになる。

授業計画・内容

オリエンテーション　シラバスの確認。　書道について。　硬筆文字診断。

（実習①）　硬筆　名前・住所が読みやすく書けるようになる。　　　毛筆　基本点画が書けるようになる。

（実習②）　硬筆　ひらがなに共通している線や、ひらがな特有の線が書けるようになる。　　　毛筆　基本点画を学び、生き生きとした線が書けるように
なる。

（実習③）　硬筆　ひらがなの字源を知り、気脈を意識して書けるようになる。　　　毛筆　実習➀の硬筆を生かし、小筆で名前と住所が書けるようにな
る。

（実習④）　硬筆　ひらがな４６字をマスターすることで、実習⑪～のウエルカムボードの制作に生かせるようになる。毛筆　小筆で芳名帳を意識して書
けるようになる。

評価方法

受講生へのメッセージ

（実習⑥）　硬筆　カタカナを通して漢字の要素が書けるようになる。　　　毛筆　祝儀袋のマナー理解して、小筆で結婚式の表書きを心を尽くして書ける
ようになる。

（実習⑦）　硬筆　あて名書きやウエルカムボードに生かせるように漢字の原則を学ぶ。　　　毛筆　祝儀袋の中袋に記す金額を漢数字の大字で書ける
ようになる。

（実習⑧）　硬筆　あて名書きやウエルカムボードに生かせるように漢字の原則を学ぶ。　　　毛筆　小筆で実際にお友達に渡す祝儀袋・中袋を完成され
る。

（実習⑨）　硬筆　筆ペンで結婚式の招待状のあて名書き、ペン字で返信ハガキを心を込めて書けるようになる。

（実習⑩）　硬筆　実際に筆ペンで結婚式の招待状のあて名書き、ペン字で返信ハガキを書く。　　　毛筆　ウエルカムボードの原案を考える。

（実習⑪）　硬筆　ウエルカムボードに生かせるように漢字の原則を学ぶ。　　　毛筆　ウエルカムボードに書く文字や言葉の練習をする。

（実習⑫）　硬筆　ウエルカムボードに生かせるように漢字の原則を学ぶ。　　　毛筆　前回の実習を踏まえウエルカムボードに書く文字や言葉を清書す
る。

（実習⑬）　硬筆　ウエルカムボードに生かせるように漢字の原則を学ぶ。　　　毛筆　心を込めてウエルカムボードを完成させる。

（実習⑭）　硬筆　オリエンテーションの文字診断を再度する。　制作したウエルカムボードについてプレゼンテーションを行う。

評価基準
Ａ・Ｂ・Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。
点数 ８０点以上をＡ、７９点～７０点をＢ、６９点～６０点をＣ評価とし、５９点以下はＤ評価（不合格）とする。

出席評価50% ＋ 授業態度評価(聴く、書く、話す、制作する等の取り組み態度)10%＋ 技術評価(もしくは試験・レポート等評価)40% とする。
なお、本授業においての技術評価は以下の割合にておこなう。

・実習⑤、⑧、⑩、⑬への取り組みと作品の提出状況の合計を100点とし、40％に換算する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 


















































